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2広報せきかわ　2020・３月号

　「おおいし・どもんこ祭り」（大石・山と川に親しむ会主催：髙橋八男会長・大石）が２月９日、大石ダム湖畔県民休養地を
会場に開催され、家族連れなどでにぎわいました。
　今年は、雪が少なく例年のような巨大なものはできませんでしたが、前日に地域の皆さんやＩＶＵＳＡの学生などがどもんこ
を作り上げました。
　会場では、ソリ滑りや雪合戦、餅つき、福まき大会、お楽しみ抽選会などが行われたほか、昔懐かしい煎餅型を使った煎餅
焼き体験コーナーが設けられ、来場者を喜ばせていました。
　イベントの最後には、巨大さいの神に火が入れられ、炎を囲んで無病息災、子孫繁栄を祈りました。

　おおいし　
どもんこ祭り　巨大さいの神を囲んで
　おおいし　
どもんこ祭り　巨大さいの神を囲んで

写
真
協
力
：
村
社
会
福
祉
協
議
会

雪原散策雪原散策

福まき福まきさいの神さいの神

どもんこどもんこ

餅つき餅つき

抽選会に当たって喜ぶ子ども抽選会に当たって喜ぶ子ども

楓の木のメープルサップを

採りました

楓の木のメープルサップを

採りました
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　２月16日、安角ふれあい自然の家を会場に、七ヶ谷雪ほたる（七ヶ谷雪ほたる実行委員会主催・加藤克徳代表・鮖谷）が開催
されました。
　村内外から多くの方が訪れ、ＩＶＵＳＡ学生約60人もスタッフとして参加。今年は少雪のため、灯ろうは体育館に飾られました。
紙コップの中にろうそくを入れ、集落ごとに文字にしたり、絵を描いたり。紙コップの中で揺らめく炎が来訪者を癒していま
した。
　また、「やろでば会」（平田大之会長・大島）によるスカイランタン約50基も打ち上げられ、灯ろうとスカイランタンの共演
に大勢の人がカメラを向けていました。

学生による工作教室学生による工作教室

紙芝居紙芝居

餅つき餅つき

雪ほたるカフェ雪ほたるカフェ
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今
月
の
話
題
は
、
12
月
に
引
き
続

き
、
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

い
て
で
す
。

　
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
案

に
つ
い
て
の
意
見
を
受
け
て
修
正
し

た
案
と
考
え
方
を
こ
の
た
び
、
お
示

し
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
一
方
、
道
の

駅
に
は
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
、
行
く

の
は
ゆ
〜
む
だ
け
な
ど
、
道
の
駅
を

中
心
と
し
た
整
備
計
画
に
否
定
的
な

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
国
指
定
重

要
文
化
財
渡
邉
邸
・
日
帰
り
健
康
施

設
ゆ
〜
む
の
知
名
度
や
観
光
バ
ス
・

自
家
用
車
の
立
ち
寄
り
頻
度
な
ど
か

ら
も
、
関
川
村
の
観
光
の
顔
で
あ
る

こ
と
に
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
算
等
に
つ
い
て
３
月
議
会
で
議

論
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
整
備
設
計

が
固
ま
っ
た
も
の
か
ら
次
年
度
以
降
、

順
次
、
工
事
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
実
施
に
先
立
っ
て
、
２
月
に
は
、

地
域
交
流
施
設
﹁
ち
ぐ
ら
﹂
の
内
部

改
装
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
猫
ち
ぐ

ら
製
作
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

従
来
か
ら
施
設
内
の
狭
さ
に
よ
る
利

用
の
し
づ
ら
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
意
見
の
中
に
は
、
売
り
場

面
積
の
広
い
物
産
館
を
新
築
す
べ
き

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
猫
ち

ぐ
ら
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
施
設
外
に
移

設
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と
比
べ
て

1.5
倍
の
売
り
場
面
積
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
猫
ち
ぐ
ら
利
用
組
合
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
店
舗
前
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
開
放

し
た
こ
と
や
風
除
室
設
置
で
広
く
な

っ
た
隣
接
の
あ
い
さ
い
市
と
も
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
改
装
し
た
こ
と
で
、

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、﹁
猫
ち
ぐ
ら
﹂
は
関
川

村
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
、
幾
度
と
な
く
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
関

川
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、
村
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
ま
で
２
か
所
で
行
っ
て

い
た
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
、
せ
き

か
わ
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
み

に
統
合
し
、
魅
力
を
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
集
客
を
広

げ
て
、﹁
猫
ち
ぐ
ら
﹂
が
ふ
る
さ

と
納
税
ア
ッ
プ
の
旗
頭
に
も
な

っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
村
外
の
人
に
、
関
川
村
に
ど
こ

か
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
な
い
？

と
聞
か
れ
た
ら
、
ま
ず
道
の
駅
を
教

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
の
駅
に
お
い

て
村
の
他
の
魅
力
あ
る
場
所
や
施
設

を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
が

村
内
の
す
み
ず
み
ま
で
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

総
務
政
策
課
　
観
光
・
地
域
政
策

室
ま
で
　
☎
６
４

−

１
４
７
８

村
長
室
か
ら

「
ち
ぐ
ら
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
月
22
日
オ
ー
プ
ン
！

　
道
の
駅
関
川
の
地
域
交
流
施
設

﹁
ち
ぐ
ら
﹂
が
装
い
も
新
た
に
２

月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
ま
で
、
猫
ち
ぐ
ら
の
会
の
皆
さ

ん
が
ち
ぐ
ら
を
製
作
し
て
い
た
実

演
コ
ー
ナ
ー
を
移
転
し
て
売
り
場

面
積
を
広
げ
、
商
品
配
置
を
変
え

る
な
ど
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

せ
き
か
わ
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

愛
称
募
集
し
ま
す
！

　
せ
き
か
わ
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

の
猫
ち
ぐ
ら
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
が

２
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
せ
き
か
わ
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　
ち
ぐ
ら
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

こ
と
で
、
猫
ち
ぐ
ら
の
製
作
実
演

コ
ー
ナ
ー
は
、
せ
き
か
わ
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
内
︵
旧
関
川
村
自
然

管
理
公
社
事
務
室
︶
に
移
転
し
ま

し
た
。
猫
と
触
れ
合
え
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
予
定
も
あ
り
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
の
畳
コ
ー
ナ
ー
と
併
せ

て
館
内
２
か
所
で
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
来
場
い
た
だ
き
、
施
設
に

合
っ
た
愛
称
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　
３
月
１
日
︵
日
︶〜

10
日
︵
火
︶

応
募
方
法
　
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
記
入
し
て
応
募
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
︵
一
人
１

枚
︶。

当
選
方
法
　
応
募
の
中
か
ら
猫
ち

ぐ
ら
の
会
が
選
ん
だ
３
名
の
方

に
ゆ
〜
む
回
数
券
︵
６
枚
綴
り
︶

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
関
川
村
自
然
環
境
管
理
公
社

　
☎
６
４

−

０
２
５
２

▶
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
﹁
ち
ぐ
ら
﹂

◀
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
猫
ち
ぐ
ら

　
実
演
コ
ー
ナ
ー



5 広報せきかわ　2020・３月号

・応募期間
　３月15日～５月15日

・応募方法
　①関川村観光協会Instagram公式アカウント

　　（@sekikawa_vill）をフォローする。

　②コメント欄に「#春色せきかわ」を付けて投稿する。

・入賞景品
　＊村長賞　　（１名）：関川村長が選ぶ写真 （猫ちぐら大）

　＊副村長賞　（１名）：関川副村長が選ぶ写真

（越後もち豚ロース2㎏）

　＊観光協会賞（１名）：関川村観光協会が選ぶ写真

（笹巻・笹団子各10個セット）

　＊特別賞　　（１名）：国際ボランティア学生協会IVUSAが

選ぶ写真

（関川村温泉ペア利用券１万円分）

・結果発表
　令和２年５月15日以降に受賞者には村観光協会公式アカウン

ト（@sekikawa_vill）からダイレクトメッセージにて通知し、

受賞作品は関川村公式Twitter（@cossorisekikawa）、村

観光協会Instagram、村HP、広報紙でお知らせします。

　※投稿された写真の使用権は村が保有するものとし、村のPR

活動に使用できるものとする。

〈問い合わせ〉
　　詳細は村観光協会ホームページを参照または、

　　役場総務政策課 観光・地域政策室までお問合わせください。

　　TEL  64−1478

Sekikawaフォトコンテスト
2020春・開催決定！
Sekikawaフォトコンテスト
2020春・開催決定！

昨年秋の「sekikawaフォトコンテスト2019」に引き続き、

Instagramを活用したフォトコンテストを開催します！

テーマは『関川村で見つけた春』！

関川村で撮影された写真であればなんでもOK！

賞を受賞された方には豪華景品をご用意しています。この

機会に関川村で写真をたくさん撮り、お気に入りの１枚を

Instagramに投稿しよう！
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一
か
月
イ
ン
タ
ー
ン
事
業

集落でインターン生を受け入れませんか

放課後こども教室　ボランティア募集中です！放課後こども教室　ボランティア募集中です！
　放課後こども教室（せきともクラブ）はボランティア（有償）を随時募集しています。
　小学生約７０人の子どもたちが昔の遊びや工作、自然の中での遊びなど、さまざまな体験を見守
ります。都合の良い時だけの参加も可能です。
　近所のおじちゃん、おばちゃん、学生ボランティアも大歓迎です。

●活動日時　毎週火曜日　午後２～６時頃
●活動場所　川北ふれあい自然の家（旧川北小学校）
●申込期限　４月24日(金）※一次締め切り日　その後も随時募集
●問い合わせ　　役場教育課　☎（６４）１４９１

■事業内容
　地域の活性化や若手人材の育成などを目的に、集落で大学生（３～４名）がおおむね
一か月間のインターンシップを行う事業（時期は８月上旬～１か月間の予定）

■これまでの実績
2018年度　小見集落（大学生３名を受入れ）

活動実績はSNSを活用した小見集落の情報発信

2019年度　鮖谷集落（大学生３名を受入れ）
活動実績は冊子「なつかじか」の作成

■募集集落数
１集落（先着順とします）

■申込み期限
令和２年３月31日（下記まで電話またはメールでお申し込みください）

■申込み先
役場総務政策課　観光・地域政策室（TEL64－1478）
Mail　kanko-seisaku@vill.sekikawa.lg.jp

■事業内容
　地域の活性化や若手人材の育成などを目的に、集落で大学生（３～４名）がおおむね
一か月間のインターンシップを行う事業（時期は８月上旬～１か月間の予定）

■これまでの実績
2018年度　小見集落（大学生３名を受入れ）

活動実績はSNSを活用した小見集落の情報発信

2019年度　鮖谷集落（大学生３名を受入れ）
活動実績は冊子「なつかじか」の作成

■募集集落数
１集落（先着順とします）

■申込み期限
令和２年３月31日（下記まで電話またはメールでお申し込みください）

■申込み先
役場総務政策課　観光・地域政策室（TEL64－1478）
Mail　kanko-seisaku@vill.sekikawa.lg.jp

募集募集
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からのお知らせです

　２月10日、３年生は折り紙の花束づくりを行

いました。２月20日に行った生徒会引継式で、

下学年に渡したものです。

　卒業証書授与式は３月９日（月）です。３年生

が、さまざまな行事、登下校や部活動、委員会

活動等で関わってきた１，２年生に、そして慣

れ親しんだ学び舎に別れを告げる日です。巣立

つ思いを

形に、そ

の姿に、

歌声に、

ぜひ表し

てもらい

たいと思

います。

【良さを引き継ぐ、思いをつなげる】

関川プライド　〜 挑戦の年に 〜

　１月から新生徒会書記局・各委員会のリーダ

ーたちもその役目を任命、委嘱されて活動を開

始しています。３月は、卒業生の歓送計画と新

入生を迎える準備に忙しい日々を送ります。

学校に野菜提供している生産者へ
児童から「ありがとう」のお礼状

　このたび、関川小学校の全校児童から、小学校

の給食に野菜を提供している生産者へお礼状が届

きました。

　お礼状は、「いつもおいしい野菜を作ってくれて

ありがとう」や「野菜嫌いだったけど、もらった

野菜のおかげで食べられるようになりました」「給

食の時間が待ち遠しいです」など１年生から６年

生まで一人ひとりが生産者に宛てて書かれたもの

です。

　お礼状を受け取った生産者からは「自分が作っ

た野菜をおいしいと言って食べてくれてうれしい」

「こんなにたくさんのお礼状をもらったのでこれ

を励みにさらに野菜作りを頑張りたい」「精魂こめ

て作った野菜、これからもたくさん食べて大きく

なってください」などの感想が聞かれました。

　応援委員会の新たなチャレンジを紹介します。

朝のあいさつ活動で、その時期に合う言葉を掲

げて、みんなの気持ちを高めようという取り組

みです。

　たとえ小さなことでも、現状を変えようと踏

み出すことが大きな自信と心の成長につながり

ます。
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交通死亡事故ゼロをめざして
交通安全指導員初出動

　村の交通安全指導員の初出動式が１月24日、役

場前で行われました。

　初出動式で、加藤村長は「交通死亡事故ゼロの

村をめざし、今年もご協力をお願いします」とあ

いさつ。吉田尋良主任指導員が「今年も交通事故

や飲酒運転の撲滅に向けて重点的に取り組みたい」

と、気を引き締めていました。

　また、指導員の皆さんから、最近の事故状況に

ついての意見交換や今年の活動内容の話し合いが

行われました。その後、交通安全指導車で村内広

報巡回を行い、交通事故防止をあらためて呼びか

けました。

■交通安全指導員の皆さん（順不同、敬称略）

　吉田　尋良（大島）　　伊藤　卓弘（下関）

　小山　泰喜（大内渕）　大沼真理子（上土沢）

　須貝紀代美（蛇喰）

　１月22日、下関保育園で村内保育園児を対象に

した交通安全教室が開かれました。この教室は、園

児たちが交通事故に遭わないように新潟県警と村

上警察の女性警察官の方が指導しているものです。

　教室では、うさぎの着ぐるみや腹話術のケンち

ゃんなどが登場して園児たちは大盛上がり。信号

機の見方や横断歩道の渡り方などを一緒に学びま

した。女性警察官が「ルールをきちんと守って道

路を歩きましょう」と話すと、「はい！」と大きな

声で約束しました。

　その後、信号機を見ながら「青になったら、右・

左・右で横断歩道を渡ります。渡っているときも

右、左をしっかり見ながら渡ってね」と教えても

らい、手を上げて渡りました。

　園児たちは「信号がチカチカしたらわたっちゃ

ダメってパパにお話ししなきゃ」などと話してい

ました。

交通ルールを守ろう！
保育園で交通安全教室

　このたび、大石・山と川に親しむ会が荒川水系

水質保全連絡協議会（事務局：国交省）から表彰

されました。

　これは、長年にわたり荒川クリーン作戦や大石

ダム花いっぱい運動等に参加することで、河川の

自然環境の向上に尽力されたことによるものです。

　子どもたちから森林・林業に関する作品を募るこ

とによって意識の高揚を図ろうと、村上地域振興局

と岩船・村上緑化推進連絡協議会が主催した「木に

かかわる職業」をテーマにした小学生標語・絵画コ

ンクール。村上岩船管内の小学3〜6年生を対象に

募集したもので、16校から標語349点、絵画100点

の応募がありました。

　関川小学校から標語奨励賞１点が入賞しましたの

で、入賞作品を紹介します。

奨励賞

まもろうよ　小さな森林　大きな希望

佐藤　萌加さん（４年・安角）

大石・山と川に親しむ会
水質に関する功労者表彰

「木にかかわる職業」意識付け事業
小学生標語・絵画コンクール

標語　入選作品
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伊藤ウメノさん（下関）

自治功労（高齢者）表彰

　このたび、村のほう賞条例に基づき、２月16日

に満100歳の誕生日を迎えられた伊藤ウメノさん

に表彰状と記念品が贈られました。

　伊藤さんは現在、特別養護老人ホーム垂水の里

に入所しており、当日は、村長から表彰状を受け

取る伊藤さんを入所者や職員の皆さんが囲んで、

拍手でお祝いしました。

　伊藤さんに長寿の秘訣を伺うと「皆さんのおか

げでこの歳まで生きてこれました。若いときはよ

くわらび採りに出かけ、最近は歌を歌うのが趣味

で、施設の友だちもリズムに乗って手を叩いてく

れます。親からもらった身体を大事にこれからも

元気で周りの人への感謝を忘れず過ごしていきた

いです」と話していました。

　村内の100歳以上は、２月17日現在で伊藤さん

を含め５人となりました。

2019高田集落のあゆみ
「平成から令和へ」発刊

　このたび、高田集落から「２０１９高田集落のあ

ゆみ 〜平成から令和へ〜」が発刊されました。

　この冊子は、平成から令和に年号が変わった２

０１９年、１月１日の一統礼から年末のふるさと会

館大掃除までの集落におけるイベントをＡ５大の

写真集にまとめたもの。発刊にあたり高田集落区

長の須貝信夫さんは「新年号

に変わる年の記念として、集

落の若者２人に約500枚の写

真の撮影と編集をしてもらい

ました。後世まで残してもら

いたいと思います」と話して

いました。

　冊子の問い合わせは、高田

区長まで。TEL 64−0837

問い合わせ先

住民税務課　住民環境班　☎ 64−1471

本人通知制度
登録期間は５年間です

■本人通知制度とは
　住民票の写しや戸籍謄本などを第三者に交
付したときに、事前に登録した人にその事実
をお知らせする制度です。

本人通知制度の登録期間は５年間です。
　期間満了日の通知はしませんので、引き続き登録
を希望する場合は、更新の手続きが必要です。期間
満了３か月前から継続の申し込みができます。
※新規の登録は随時受付しています。

国民年金保険料
学生納付特例の申請について

国民年金保険料
学生納付特例の申請について
　学生納付特例制度により、平成31年度（令
和元年度）に保険料納付を猶予されている方で、
令和２年度も引き続き在学予定の方へ、３月末
に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学
生納付特例申請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガ
キに必要事項を記入して返送いただくことによ
り、令和２年度の申請ができます。

問い合わせ先

　住民税務課　住民環境班　☎64－1471
　日本年金機構新発田年金事務所　国民年金課

　☎0254－23－2120
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

問合せ・健康相談：健康福祉課健康介護班 保健師　☎64−1472　　地域包括支援センター　☎64−1473

3月は、
自殺対策強化月間です

～ みんなで守る 新潟のいのち ～

「仕事や家庭で毎日頑張るあなたへ」

　仕事、健康、家庭、子育て、人間関係等のことで悩んでいませんか？

　眠れない、考えがまとまらない、孤独を感じるなど、つらい気持ちを抱えていませんか？

　お酒の量が増えたり、いつもよりイライラしたりすることはありませんか？

　それはこころの不調のサインかもしれません。「気の持ちよう」や「こころの弱さ」ではなく、過度の

ストレスによって、脳内で情報をつなぐ役割をしている伝達物質が低下することで引き起こされる、脳

の病気です。

もしも不調のサインがあったら… まずは相談してみましょう

■役場 健康福祉課 保健師　☎64−1472　　■地域包括支援センター　☎64−1473（介護相談等）

　訪問や精神疾患医療費助成制度（通院・入院費）や専門相談機関の紹介・同行等を行います。

■村上保健所　☎（0254）53−8369　精神保健福祉相談員

■下越地域いのちとこころの支援センター（新発田地域振興局内）　☎（0254）28−8880

■新潟県精神保健福祉センター（ひきこもり相談ダイヤル）　　　　☎（025）284−1001

■下越地域若者サポートステーション（村上常設サテライト）　　　☎（0254）50−1553

　15〜39歳の就職について悩みをもつ方（若年無業者）、家族を対象とした就労自立支援の一つです。

（利用は無料）

■新潟県こころの相談ダイヤル（毎日24時間）

飲酒について

体質に合わない飲酒は、深い眠りの質の低下（酔いが覚めると起きて

しまう）や健康問題を招くリスクがあります。健康を守る生活習慣

を大切にしましょう。

＜ １人で抱え込まず、まずはご相談ください。早めの相談、治療が大切です ＞

村では平成30年度に「関川村自殺防止計画」を策定しました

　自殺は健康問題だけでなく、さまざまな要因が複雑に関係しています。個人の自由な意志や選択の

結果ではなく、その多くが社会的に追い込まれた末の死です。計画では、地域でのネットワークの強

化や、住民一人ひとりの気づき・見守りを促すこと、村（庁内外）や関係機関で連携をとっていくこ

となどが対策として掲げられています。村民の皆さんも、見守りや声かけ、必要な支援につなげられ

るよう早めの相談を促すなど、誰も自殺に追い込まれることのない村を目指し、一人ひとりが取り組

んでいきましょう。

詳しくは村ホームページをご覧ください。
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関
川
村
を
取
り
巻
く
村
上
市
、

岩
船
郡
、
胎
内
市
の
県
北
地
域
の

小
児
救
急
医
療
の
現
状
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
地
域
内
の
対
象
人
口

約
９
万
５
千
人
︵
内
15
歳
未
満
は

約
９
６
０
０
人
︶
に
対
し
て
救
急

告
示
病
院
は
山
北
徳
洲
会
病
院
、

村
上
総
合
病
院
、
県
立
坂
町
病
院
、

中
条
中
央
病
院
の
４
つ
が
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
面
積
が
約
１
７
５

０
平
方

と
か
な
り
広
い
た
め
、

救
急
医
療
体
制
の
整
備
は
大
変
困

難
で
す
。
小
児
人
口
は
減
少
し
て

き
て
い
る
と
は
い
え
、
小
児
科
独

自
で
の
救
急
医
療
を
展
開
す
る
こ

と
は
、
病
院
に
お
け
る
小
児
科
常

勤
医
師
数
が
少
な
い
た
め
不
可
能

で
す
。

　
関
川
村
内
で
は
、
平
日
の
一
般

外
来
診
療
は
主
に
佐
藤
小
児
科
内

科
医
院
と
関
川
診
療
所
で
担
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
夜
間
と
休
日
の
受

診
は
村
外
へ
出
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
次
救
急
と
し
て
は
村
上
市

と
胎
内
市
に
お
い
て
休
日
の
日
中

︵
９
時
か
ら
16
時
︶、
村
上
市
で
は

平
日
夜
間
︵
18
時
30
分
か
ら
21
時

45
分
︶
に
は
休
日
診
療
所
が
開
設

さ
れ
て
地
域
の
医
師
会
の
先
生
な

ど
が
交
代
で
診
療
し
て
い
ま
す
が
、

小
児
科
医
が
担
当
で
あ
る
こ
と
は

限
ら
れ
ま
す
。
二
次
救
急
と
し
て

は
病
院
郡
輪
番
制
と
し
て
村
上
総

合
病
院
と
県
立
坂
町
病
院
で
休
日

に
お
け
る
内
科
系
と
外
科
系
の
救

急
患
者
を
診
療
す
る
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
小
児
科
は

単
独
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
平
日
夜
間
は
対
象
外
で

あ
り
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三

次
救
急
は
こ
の
地
域
内
で
は
対
応

で
き
な
い
た
め
、
隣
接
地
域
の
県

立
新
発
田
病
院
を
は
じ
め
県
都
の

新
潟
市
民
病
院
や
新
潟
大
学
病
院

に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
県
立
坂
町
病
院
の
当
直

体
制
の
実
態
を
紹
介
し
ま
す
。
平

日
夜
間
当
直
や
休
日
の
日
当
直
の

か
な
り
の
数
を
非
常
勤
医
に
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
常

勤
医
も
概
ね
１
か
月
に
平
日
の
夜

間
当
直
２
回
と
休
日
の
日
直
ま
た

は
夜
間
当
直
を
１
回
程
度
行
っ
て

い
ま
す
。
全
科
当
直
な
の
で
小
児

科
医
で
も
成
人
︵
内
科
︶
の
一
次

な
い
し
二
次
救
急
患
者
を
診
て
い

ま
す
。
同
様
に
内
科
ま
た
は
外
科

医
で
も
小
児
患
者
を
診
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
も
休
日
が
二
次

救
急
の
輪
番
日
の
場
合
は
忙
し
く

な
り
ま
す
。
特
に
重
症
患
者
が
受

診
し
た
場
合
な
ど
に
は
全
く
眠
れ

な
く
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
病
院

と
同
様
に
当
直
の
翌
日
は
休
み
で

は
な
く
、
外
来
や
病
棟
回
診
等
の

日
常
診
療
は
通
常
通
り
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、

医
師
不
足
の
新
潟
県
の
中
で
も
特

に
県
北
地
域
に
お
け
る
小
児
救
急

医
療
の
現
状
は
劣
悪
な
部
類
に
入

り
ま
す
。
医
師
確
保
に
早
急
に
何

ら
か
の
改
善
策
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
地
域
の
小
児
救

急
シ
ス
テ
ム
整
備
の
前
に
、
小
児

救
急
の
担
い
手
で
あ
る
小
児
科
医

の
高
齢
化
が
進
ん
で
疲
弊
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

☎
６
２
︱
３
１
１
１

県
北
の
小
児
救
急
の
現
状

坂
町
病
院
　
小
児
科
　

今
　
田
　
研
　
生

俳

　

句

さ
よ
な
ら
と
思
い
出
坂
に
別
れ
告
げ

朝
も
や
に
白
鳥
の
群
れ
旅
立
ち
て

春
待
ち
て
こ
ぶ
し
ふ
く
ら
み
窓
の
外

み
ち
の
く
の
青
い
稲
妻
突
き
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
月
︵
ウ
ォ
ル
︶

寒
畑
走
り
菜
を
ば
皺
手
の
早
や
と
待
ち
望
む

父
母
を
眺
る

美
し
か
な
荒
川
ひ
と
冬
と
和
り
の
白
鳥
は

遠
き
旅
路
と
ふ
り
か
へ
る

須
貝
　
二
美
︵
高
田
︶

短

　

歌

さ
む

は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
わ

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ

ふ
　

ぼ
　
　
　

み

な
ご
　
　
　
　
　
し
ら
と
り
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
７
年
７
月
21
日
生
ま
れ
。
皆

様
方
の
ご
加
護
に
よ
り
今
年
で
88
歳
。
米
寿

を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
な

が
ら
、
よ
く
こ
こ
ま
で
健
康
で
生
き
る
こ
と

が
で
き
た
か
、
感
謝
の
至
り
で
す
。

　
今
年
は
、
令
和
最
初
の
新
年
で
も
あ
り
、

十
二
支
第
一
番
目
に
位
す
る
動
物
で
ね
ず
み

に
当
た
る
。
ね
ず
み
年
は
、
す
べ
て
の
万
物

が
勢
い
づ
き
湧
き
上
が
る
風
潮
に
あ
る
と
か
。

確
か
に
今
夏
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
祭
典
の
年
。

日
本
国
民
の
希
望
と
期
待
が
大
き
い
。

　
こ
の
お
め
で
た
い
年
に
、
私
は
何
か
広
報

せ
き
か
わ
に
我
が
人
生
を
記
し
て
み
た
い
と

い
う
願
望
が
浮
か
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
原

稿
を
書
こ
う
と
す
る
と
、
自
己
顕
示
欲
︵
本

人
が
い
う
の
だ
か
ら
︶
が
い
ま
だ
に
旺
盛
な

私
も
原
稿
を
た
め
ら
う
気
持
ち
に
も
な
り
ま

し
た
。

　
﹁
継
続
は
力
な
り
﹂
と
い
う
格
言
が
あ
り

ま
す
。
私
は
関
川
村
区
長
会
と
し
て
、
故
稲

家
重
雄
村
長
、
故
新
野
容
介
村
長
、
故
鈴
木

久
司
村
長
と
３
代
の
村
長
と
関
わ
り
、
自
治

功
労
賞
と
し
て
感
謝
状
の
他
４
件
賜
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
我
が
自
慢
こ
き
を
、

過
去
・
現
在
・
未
来
を
駄
文
で
す
が
綴
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
昭
和
35
年
︵
１
９
６
０
年
︶
12
月

４
日
遺
族
会
青
年
部
結
成
全
国
大
会
に
関
川

村
遺
族
会
を
代
表
し
て
、
東
京
九
段
会
館
に

て
︵
現
在
地
震
で
被
害
を
受
け
撤
去
さ
れ
た
︶

全
国
か
ら
遺
児
代
表
１
８
０
０
人
が
参
加
、

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
川

村
遺
族
会
青
年
部
結
成
、
壮
年
部
・
遺
族
会

長
と
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
責
任
重
大
な
務

め
に
精
進
し
て
お
り
ま
す
。
と
い
っ
て
も
身

体
の
衰
え
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　
つ
い
先
日
、
坂
町
の
ス
ー
パ
ー
で
私
よ
り

一
回
り
若
い
女
性
。﹁
い
つ
見
て
も
同
じ
く

若
い
ね
ー
﹂﹁
お
前
さ
ん
も
変
わ
ら
ず
き
れ

い
だ
が
ね
﹂
と
は
言
っ
た
も
の
の
固
有
名
詞

が
浮
か
ば
な
い
。
失
礼
な
が
ら
﹁
お
前
さ
ん

誰
だ
っ
け
？
﹂
と
は
言
え
な
い
。
記
憶
力
が

著
し
く
低
下
し
て
き
て
い
る
。

つ
づ
く

は
じ
め
に

滝 

原
　 

平

田

時

夫

ト
キ
オ
の
た
わ
言

︻
交
付
対
象
要
件
︼

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
中
等
教
育

学
校
生
及
び
高
校
生
の
保
護
者
で
、

次
に
掲
げ
る
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
こ
と
。

①
生
徒
の
通
学
手
段
と
し
て
定
期
券

を
購
入
す
る
こ
と
。

②
越
後
下
関
駅
、
新
潟
交
通
観
光
バ

ス
㈱
下
関
営
業
所
、
村
上
営
業
所

で
定
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
。

※
電
車
の
定
期
券
は
、
越
後
下
関
駅

で
購
入
し
た
も
の
の
み
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
越
後
下
関
駅
以
外

︵
村
上
駅
、
新
発
田
駅
な
ど
︶
で

購
入
し
た
定
期
券
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
部
活
動
な
ど
で
米
坂
線
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
羽
越
本
線
の

み
を
利
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

越
後
下
関
駅
で
購
入
し
た
定
期
券

は
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
駅
か
ら
高
校
前
バ
ス
停
ま
で
の
路

線
バ
ス
定
期
券
に
つ
い
て
も
、
村

上
営
業
所
あ
る
い
は
下
関
営
業
所

で
購
入
す
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

︻
補
助
額
は
？
︼

　
定
期
券
購
入
費
用
の
30
％
を
補
助

し
ま
す
。

　
︵
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
︶

︻
申
請
方
法
︼

　
通
学
用
定
期
券
購
入
時
に
﹁
交
付

申
請
書
﹂
を
渡
し
ま
す
。

　
越
後
下
関
駅
も
し
く
は
新
潟
交
通

観
光
バ
ス
下
関
営
業
所
ま
た
は
村
上

営
業
所
で
購
入
証
明
を
受
け
た
後
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
速
や
か
に
役

場
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
定
期
券
の
購
入
は
こ
ち
ら
で
︼

●
Ｊ
Ｒ
定
期
券

　
越
後
下
関
駅

　
　
☎ 

６
４

−

１
０
４
４

●
路
線
バ
ス
定
期
券

　
新
潟
交
通
観
光
バ
ス
㈱

︽
下
関
営
業
所
︾

　
　
☎
６
４

−

１
１
０
２

︽
村
上
営
業
所
︾

　
　
☎
５
３

−

４
１
６
１

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
役
場
総
務
政
策
課

　
　
　
観
光
・
地
域
政
策
室

　
　
☎
６
４

−

１
４
７
８

通学用定期券購入費の一部を補助します

投
稿



☆
春
は
卒
業
の
季
節
で
す
ね
。
今

年
も
４
年
生
が
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
か
ら

卒
業
し
ま
す
。
今
月
は
関
川
大
好

き
っ
子
な
４
年
生
か
ら
お
世
話
に

な
っ
た
関
川
村
の
皆
さ
ん
に
感
謝

の
想
い
を
お
伝
え
し
ま
す
！

〇
夏
の
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
、

冬
の
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
で
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
ま
し
た
林
幹
太
で
す
。

祭
り
以
外
で
も
関
川
マ
ラ
ソ
ン
や

小
中
学
校
訪
問
な
ど
多
く
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
関
川

で
の
４
年
間
は
一
生
の
財
産
で
す
。

ま
た
帰
っ
て
き
ま
す
！
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
日
本
大
４
年
　
林
　
幹
太
︶

〇
４
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
関
川
村
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

関
川
村
を
通
し
て
出
会
う
こ
と
が

出
来
た
方
や
つ
な
が
り
、
想
い
出

や
経
験
が
、
私
に
と
っ
て
宝
物
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
必
ず
帰
っ
て
き
ま

〇
私
は
１
年
生
の
こ
ろ
か
ら
４
年

間
、
関
川
村
の
活
動
に
関
わ
り
続

け
ま
し
た
。
関
川
村
は
私
を
人
と

し
て
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
場
所
で

し
た
。
こ
の
村
と
村
民
の
皆
さ
ん

と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
！
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

︵
龍
谷
大
４
年
　
森
田
梨
那
︶

〇
僕
が
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
居
続
け
た

の
は
関
川
村
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

半
年
ぶ
り
に
会
っ
て
も
僕
の
顔
と

名
前
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
、

僕
た
ち
を
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ

る
方
が
い
る
か
ら
こ
そ
元
気
を
見

せ
て
い
く
こ
と
が
恩
返
し
だ
と
思

っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
！
皆
さ
ま

に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

︵
法
政
大
４
年
　
石
橋
拓
也
︶

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

す
！
相
手
し
て
く
だ
さ
い
！
︵
笑
︶

︵
実
践
女
子
大
４
年
　末
継
恵
理
奈
︶

〇
関
川
村
の
み
な
さ
ん
に
は
た
い

へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
一

緒
に
、
関
川
村
の
こ
と
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
関
係

で
い
て
く
だ
さ
い
！

︵
龍
谷
大
４
年
　
岡
村
夏
実
︶

〇
大
学
１
年
生
の
時
に
大
し
た
も

ん
蛇
ま
つ
り
に
参
加
し
て
か
ら
ず

っ
と
関
川
村
役
場
の
方
を
始
め
、

た
く
さ
ん
の
方
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
す
っ
か
り
関
川

っ
子
に
な
り
ま
し
た
。
大
好
き
な

村
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

︵
高
崎
経
済
大
４
年
　
大
塚
　
駿
︶

〇
関
川
村
の
皆
さ
ん
へ

ま
ず
は
、
私
た
ち
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
を

温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
年

間
関
川
村
に
行
き
続
け
て
一
番
い

い
な
と
感
じ
た
の
は
、
人
の
温
か

さ
で
し
た
！
活
動
前
、
中
、
後
問

わ
ず
体
調
心
配
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
電
話
く
れ
た
り
嬉
し
か
っ
た

で
す
！
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
卒
業
で
す

が
、
ま
た
今
年
関
川
行
く
の
で
そ

の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

︵
龍
谷
大
４
年
　
大
西
哲
平
︶
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村民会館図書室

　４月から新生活が始まるという人も多いと思います。収納・料理・趣味の本など多数そろえて

います。お気軽に図書室へお越しください。

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、９時〜17時まで開館しています。

21日は21日は おはなしのかい
絵本の読み聞かせとプチ工作

「大名倒産　上・下」
浅田　次郎

　泰平の世に積もりに積もった大

借金。笑いを織り交ぜながら描い

た、感動の経済エンタメ小説です。

NEW！！

高田〜沢〜女川 方面 ………………
大島〜片貝〜大石 方面 ……………

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

8（日）
15（日）

貸出期間は2週間です

所在不明の本を探しています！所在不明の本を探しています！
　関川村公民館図書室では、2/3～ 2/7 まで蔵書点検を
行いました。点検した所、181冊の本の所在が分からな
くなっています。
　貸出し手続きのミスで誰が借りているかわからなくなっ
ている可能性もあります。何か情報をお持ちの方や、どこ
かで見つけた方は図書室までご連絡ください。
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　健康診査は、生活習慣病の早期発見と健康の保持増進を目的として毎年度実施しています。

生活習慣病といわれる糖尿病や高血圧症、脂質異常症などは、最初は症状がなくても心臓病、脳卒中などの

重大な病気につながります。

■１年に１度、健康診査を受けましょう

ご自身の健康状態を知り、日々の生活習慣を振り返るチャンス
です。

■再検査・治療が必要な場合は、必ず医療機関を受診しましょう

一番の問題は、病気が見つかることを恐れて、再検査を受け
に行かないことです。放置せずに、すぐに医療機関を受診する
ことが大切です。

■関川村の窓口で行なっている健康相談を活用しましょう

健診結果をもとに日ごろの食生活や運動、その他の健康に関

するご相談に応じますので、ぜひご利用ください。

■問診

■身体検査（身長・体重）

■血圧測定

■腎機能検査・尿検査

■貧血検査

■脂質検査

■血糖検査

■肝機能検査

健康診査の受診について

基本的な健康診査の流れ

問い合わせ先　　役場健康福祉課　☎６４−１４７２

「自分は大丈夫！」と思っていませんか？

健康診査は自分のからだの状態を知る絶好のチャンスです！

ぜひ受診しましょう！！

① 村から受診案内が送付されます。

② 健診内容（実施期間・健診場所）を確認して、健診を受けましょう。

③ 受診結果を、よく読んで生活習慣の改善に活用しましょう。

　 ★詳しくは、役場健康福祉課へお問い合わせください。

健康診査を有効に受けるポイント 主な健康診査の項目

国保・後期健康保険からのお知らせ

市区町村 被保険者 健診機関・役場
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大
会
結
果

＊
敬
称
略

（　　　　　　　　）

令和２年１月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,894世帯（±０）
総 人 口　　5,454 人（−17）
　 男 　　　2,635 人（−５）
　 女 　　　2,819 人（−12）

●１月16日〜２月16日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします
池田　正志　さん　　81歳　　下川口

小島　定子　さん　　79歳　　下　関

加藤　忠雄　さん　　86歳　　鮖　谷

野澤登志夫　さん　　74歳　　中　束

近　　スヅ　さん　　89歳　　若　山

橋ハツエ　さん　　85歳　　大　石

小池壽美江　さん　　80歳　　下　関

中野　さつ　さん　　86歳　　深　沢

渡辺　ヒデ　さん　 100歳　　上　関

渡邉　モト　さん　　98歳　　上　関

傳　ミツヱ　さん　　96歳　　大　島

船山太一郎　さん　　93歳　　　沼

転入　７人　　転出　12人

出生　２人　　死亡　14人

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

人 の 動 き

お誕生おめでとうございます

颯　大ちゃん（男）　下　関

　　　　　　高井　達弥・泰代 さん

大　翔ちゃん（男）　下　関

　　　　　　塚田　悟史・由美 さん

そう　　 た

ひろ　　 と

　ついに日本でも新型コロナウイルスの感

染者が出てしまいました。接触や飛まつに

よって感染するとのことですが、マスクは

どこに行けば売っているのでしょう。とに

かく感染予防に最も有効な方法は手洗いと

のこと。こまめに石けんやアルコール消毒

液などで手を洗いましょう。新型コロナウ

イルス感染症の一刻も早い終息を願ってや

みません。（友）

編集室から
◀
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

◀
優
勝
し
た
小
池
優
佳
さ
ん

■
期
日
　
１
月
18
日
〜
19
日

■
会
場
　
新
潟
市
鳥
屋
野
総
合
体

育
館

■
成
績

　
個
人
戦
の
部

女
子
無
差
別
級

　
優
　
勝
　
小
池
　
優
佳

︵
下
関
・
新
潟
第
一
︶

※

３
月
21
日

・
22
日

群
馬
県

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

■
期
日
　
２
月
11
日

■
会
場
　
村
民
会
館
休
養
室

■
成
績

―
囲
碁
の
部
︵
ハ
ン
デ
ィ
対
局
︶
―

優
　
勝
　
伊
藤
盛
之
助︵

沼
・
二
段
︶

準
優
勝
　
佐
藤
　
忠
良

︵
朴
坂
・
七
段
︶

第
３
位
　

橋
　
一
裕

︵
上
土
沢
・
初
段
︶

―
将
棋
の
部
︵
平
手
対
局
︶
―

優
　
勝
　
伊
藤
　
昌
義
︵
村
上
市
︶

準
優
勝
　
中
束
　
光
久
︵
下
関
︶

第
３
位
　
安
良
岡
悦
夫
︵
上
関
︶

第
42
回

全
国
高
等
学
校

柔
道
選
手
権
大
会

新
潟
大
会

第
32
回

　
囲
碁
将
棋
大
会
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　今月は、関川中学校ソフトテニス部で副部長
を務めている須貝奈々帆さん（２年・大島）を
紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.98

　小学校４年生のときに友だちに誘われてソフトテニスを始

めた奈々帆さん。後衛から強打が決まったときは最高！とソ

フトテニスの楽しさを教えてくれました。自分たちよりも実

力が上のチームに気持ちで負けることなく挑んでいった結

果、快勝できたことが今のプレーの自信につながっていると

話してくれました。

・頭がよくてムードメーカー

・的確な指示を出す

・常に笑顔で明るい

・ほっぺがやわらかい

部員からみた奈々帆さんは？ 顧問の市橋先生から奈々帆
さんへ



野

正

己
さ
ん

︵
上
　
関
︶

200
あなたに
直撃

　人を笑顔にする仕事

誰もが楽しめるものを作って

人を笑顔にしたい。

将来の夢は？

いつも
笑顔で

明るい
奈々帆

さん

目指せ
！ 県大

会！！いつも
笑顔で

明るい
奈々帆

さん

目指せ
！ 県大

会！！

N
o. 7

0
7
／

３
月

号

令
和

２
年

３
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
務
政
策
課

　「防災専門員」として１月に採用さ

れた野正己さんに話を聞きました。

①関川村役場を希望した理由と仕事の

内容は。

　陸上自衛隊で培った知識、経験、資

格を生かしたい、人に役立つ公務に引

き続き従事したいとの思いから「防災

専門員」を希望しました。仕事（任

務）は村の防災体制を整備すること、

災害等有事の際は迅速に対応して村へ

の被害の局限を図ることです。

②関川村の印象は。

　山々に囲まれ、名水荒川が流れる自

然豊かな環境に「ゆ〜む」「ど〜む」な

ど娯楽・運動施設が充実し、温泉郷な

ど観光も発展。村民性は温厚、遠慮深

い、粘り強く生真面目な新潟特有の県

民性を有し、東北の落ち着き、温もり

も兼ね備えている、そんな気がします。

③今、夢中になっていることは。

　関川村役場への就職を機に自炊とイ

ンターネットを始めました。夕ご飯と

昼の弁当づくりは関川村に来て初めて

実践していることです。インターネッ

トは余暇の充実と教養を深めるため、

昨年12月にパソコンを購入して１月か

ら始めています。

④村民の皆さんに一言お願いします。

　今年１月に本籍柏崎市から関川村に

住所を移し、村民になりました。平成

10年制定の村民憲章６つの条文はみな

素晴らしく、特に「心と体を鍛え生き

がいのある村」「思いやりの気持ちを

持ち温もりのある村」の実現に一村民

として実践したいと考えています。

　
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
、
引
っ
込
み
思
案
な
結
士
。

　
家
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
、
大
好
き
な
新
幹
線
・
車
を

夢
中
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
の
友
だ
ち
と
違
う
小
学
校
に
行
く
け
れ
ど
、
新
し
い
所
で

も
友
だ
ち
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い
い
ね
。

石田　賢治 さん  夏枝 さん（高田）

結士くん（６歳）

ゆ い と

　いつも、副部長として部長を支

えながら、明るく部を引っ張って

くれています。これから入部する

後輩たちとも切磋琢磨しながら、

チームを盛り上げていってもらい

たいと思います！


